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	応用
	抗原情報
	背景
	アデノウイルスE1Aタンパク質は、遺伝子発現を活性化および抑制することで細胞増殖を促進し、分化を阻害する。この遺伝子によってコードされるタンパク質は、E1Aによる転写活性化および細胞形質転換に拮抗する。このタンパク質はE1Aと限定的な配列相同性を有し、in vitroにおいて一般転写因子TBPおよび腫瘍抑制因子pRbの両方に結合する。この遺伝子は、細胞増殖および分化の転写制御に寄与する可能性がある。[RefSeq提供、2008年7月],機能：細胞増殖および分化の転写制御に寄与する可能性がある。アデノウイルスE1Aタンパク質による転写活性化および細胞形質転換に拮抗する。細胞増殖の転写制御活性にはIGF2Rとの相互作用が必要である。,PTM：N-グリコシル化。,類似性：CREGファミリーに属する。,サブユニット：ホモ二量体。IGF2Rと相互作用する。相互作用はグリコシル化に依存する。,
	研究分野
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	U2OS細胞溶解液のウェスタンブロット分析、CREG1ウサギポリクローナル抗体を1:1000に希釈し、4°で一晩

